
対 策

ハスモンヨトウの発生について

食害の被害があった草地の様子

丸森町内の草地においてハスモンヨトウが大量発生しているほ
場が確認されました。

本種は春より降水量が少なく，梅雨明けが早く猛暑の年の秋に
多発する傾向があります。

○ ハスモンヨトウ幼
虫が牧草を食い荒らし
ている。

宮城県大河原地方振興事務所農業振興部
兼大河原農業改良普及センター 先進技術第一班 伊藤・今田（こんた）

電話: 0224-53-3496    電子メール: oknkt@pref.miyagi.lg.jp

・ハスモンヨトウの防除については，牧草で登録のある農
薬がありません。

・対策としては，草地更新をお願いします。

・物理的に殺虫を行うため，耕起は複数回行ってください。

※ 雑草（特にギシギシ）が多く見られるほ場では除草剤を散布
して２週間程度経過してから耕起してください。

【問い合わせ先】
ご不明な点等がございましたら、以下のところまでご連絡願います。

＜牧草を生産している農家の皆様＞ （令和３年８月２０日版）

○ 牧草地が枯れ上がっ
ている状態になっている
ような場合は，その葉を
よく見て確認してくださ
い。


